
2023年度文学研究科
大学院進学説明会

2023年5月17日（水）

12：15-12：50

於：小平キャンパス5号館5206



文学研究科進学説明会へ
ようこそ！

研究科委員長よりご挨拶



文学研究科

小平キャンパス

•イギリス文学

•イギリス文化

•アメリカ文学

•アメリカ文化

•英語学

•英語教育

•異文化コミュニケーション

千駄ヶ谷キャンパス

•英語教育実践研究

大学院入試（2024年度）｜津田塾大学 (tsuda.ac.jp)

文学研究科 修了(終了)者進路状況

https://www.tsuda.ac.jp/admissions/gs-system.html
https://www.tsuda.ac.jp/student-life/career/gs-feature/esc.html


イギリス文化

担当教員＝歴史家２名

• 伊藤航多

近代イギリスの都市における文化、特に歴

史や社会をめぐる人びとの意識のありよう

について研究しています

• 菅靖子

近現代イギリスの社会と文化の歴史を、表

象、デザイン、自然、都市などをキーワー

ドに研究しています

多彩な修士論文
• Glocalized Space?: The Representation of 

Japanese Garden in England in the Late 

Nineteenth and Early Twentieth Century

• Looking at Meiji Japan from an ‘in-between’

Space: A Study on Francis Brinkley

• East and West, the Twain Did Meet?: John 

Lockwood Kipling and Bhai Ram Singh

• Material Culture of Ghosts in the Victorian and 

Edwardian Era

• Japanese Silk in British Art Deco: Retailing 

Japonisme in the 1920s



タイムスケジュール

（修士の2年間）

⮚ 1年目

・前期：文献の読み込み

（夏明けにはテーマを決める）

・後期：必要な一次資料の収集

⮚ 2年目

・前期：さらに必要となる文献・資料

を読み、議論を組み立てる

・後期：論文の執筆

修了生の進路

⮚英語教員（白百合、三輪田、公立・
私立高校…)

⮚研究者（武蔵大学、福岡大学、、桜
美林大学、青森公立大学…）

⮚大学の非常勤講師として英語を教える
ことも多い

⮚翻訳会社

⮚ Nestle など一般企業



アメリカ文学：大学院での学び

文学作品の精読と分析をとおして、社会や文化、
政治についての新たな知見を得る。

植民地時代から現代までの様々なテクストを、
人種・ジェンダー・階級などの観点から主体的に
再読し評価する。

アメリカ文学を研究する意義を、現在（の自分）との
関わりにおいて深く考察する。



アメリカ文学：修士論文のテーマ例

Emily Dickinson, an Intermediary between 

Human Beings and Nature

A Structural Analysis of the Narrative of 

Toni Morrison’s Beloved : Voices of Minority People

“I Don’t Care What They Say!”: Transformation of 

the Heroine in Gone with the Wind



アメリカ文学：担当教員

野口啓子 19世紀アメリカ小説と文化
自然主義文学
ユダヤ系文学

池野みさお 19世紀アメリカン・ルネッサンス期の文学
女性とマイノリティの文学・文化研究
アジア系アメリカ文学・文化研究

相木裕史 20世紀アメリカ文学・文化研究
ジェンダー・セクシュアリティ研究
視覚文化論







大学院でのアメリカ研究

•英語力はアメリカ研究の基盤

•現地を見てアメリカを知る

•研究テーマを掘り下げる

•先行研究の渉猟

•史資料の収集

•研究の集大成としての修士論文執筆



英語学🡪言語学
研究対象は英語に限らず、人間言語一般。

英語に関する先行研究を参照し、英語と他言語の
比較研究を行うことが多い。

修論のテーマはさまざまだが、
客観的なデータに基づいた実証研究であることが
共通点。



スタッフ
都田 青子 音声学・音韻論
佐藤 陽介 統語論・形態論
井原 駿 意味論・語用論
小野 創 心理言語学
郷路 拓也 言語獲得

理論言語学の三大分野（音・統語・意味）と、
実験言語学の専門家が揃っているのは、
日本の大学院では稀。



異文化コミュニケーション学
Intercultural Communication Studies 

Communications in contemporary society 

● Interdisciplinary approach - inter/intra-personal, organisational, 
mass, political, crisis, science, health communications 

1 Intercultural new media communication

● Mediated communication e.g., SNS, media

2 Critical intercultural communication

● Power in communication e.g., gender, historical, political, and 
cultural







英語教育実践研究（千駄ヶ谷キャンパス）

ねらい

実際に各種学校で教鞭を取っている方々や英語教師になることを
キャリアとして考えている方々が、英語指導のための理論や実践
のための研究力を身につけること



英語教育実践研究（千駄ヶ谷キャンパス）

特徴

-現職を続けながら研究できる

🡪 授業は夜間、週末、夏季・冬季集中

- 開講科目のうち半数程度が英語で行われる

🡪 英語での教授実践力を伸ばす

- インターネット通学可能

🡪 遠方、家庭の事情などで通学が難しい方も入学可能

- アクションリサーチ（実践者による実践力向上のための研究

方法）で日頃の問題を解決し、次の実践に活かす

🡪 自律発展性のある研究



英語教育実践研究（千駄ヶ谷キャンパス）

2023年度夏季集中講座

テーマ：Vocabulary Instruction

講師：Stuart McLean先生（桃山学院大学教授）

期間：2023年8月16日（木）、17日（金）、19日（土）、21日
（月）

受講料：津田塾大学大学院生は無料（履修科目のうちの１科目とす
ることもできる）

＊毎日最初の１コマは公開講座となります



英語教育実践研究（千駄ヶ谷キャンパス）

2023年度冬季集中講座

テーマ（仮）：コロナ禍後に求めらえる英語教育とは

講師：4名によるオムニバス形式の授業と科目担当者による授業

期間：2023年12月23日（土）、25日（月）、26日（火）、27日

（水）

受講料：津田塾大学大学院生は無料（履修科目のうちの１科目とす
ることもできる）

＊毎日最初の１コマは公開講座となります



質疑応答
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